
トータリゼータエンジニアリング杯
第 50回 金杯（Ｍ２）
水沢競馬場２歳・ダート１６００ｍ

12 月 21 日（日） １７：１０発走
金杯の創設は１９７５年。今回で区切りの 50回目を迎えました。当初はアラブ２歳重賞でしたが、
２０００年に一度サラブレッド２歳重賞で実施。翌年から３歳サラブレッド重賞へ変更。２００
５年から再び２歳シーズンの重賞へ移行し、年明け１月第１週に行われていましたが、２０２３
度から開催日程の変更により 12月 30日に移行。今年は 12月 21日に実施されます。

【注目馬情報】

★ディオニス 牡２歳 佐々木由則きゅう舎・水沢

デビュー戦の盛岡ダート１０００ｍを10馬身差で圧勝。その後、３カ月休養して復帰戦も完勝。重賞路線に名乗
りをあげ、ネクストスター盛岡２着。地方交流・南部駒賞では岩手最先着４着を確保しました。以降は金杯に照準
を合わせて調整を進めて態勢万全。待望の重賞初制覇に王手をかけました。

★モカットモネ 牝２歳 佐藤祐司きゅう舎・水沢

門別１０００ｍ戦のみを使われて１勝２着２回３着２回から転入。初戦でロングスパートを決めて快勝。その勝
利を含めて９戦中６戦でメンバー最速の上がりをマークしています。水沢１６００ｍを経験し、実際に勝っている
のが強み。メンバーは強化されましたが、自慢のまくり脚で逆転首位を狙います。

★ラブコラージェン 牡２歳 菅原勲きゅう舎・水沢

今シーズンの新馬勝ち第１号。以降４戦は着外の連続でしたが、水沢１４００ｍで首位を奪回しました。以降は
控える競馬も身につけて寒菊賞以外は安定した取り口を披露。揉まれなければマイルでも好勝負必至。

★イタズラベガ 牝２歳 菅原勲きゅう舎・水沢

軽快な先行力を身上とし、自分のペースに持ち込めれば強じんな粘りを発揮。前々走・寒菊賞でセイクリスティ
ーナの 2着に逃げ粘りました。同じ水沢１６００ｍ戦に替わって再現をもくろみます。



★キララカ 牝２歳 菅原勲きゅう舎・水沢

２勝２着3回３着１回から３戦連続で重賞へ挑戦。ネクストスター盛岡７着、南部駒賞９着と後方のままに終わり
ましたが、寒菊賞で４着入線。これでメドが立ちました。ハイペースなら一発の可能性があります。

★セローム 牝２歳 菅原右吉きゅう舎・水沢

着外に沈んだのはネクストスター盛岡10着、前走 7着のみ。小柄な牝馬ですが、巧みなレース運びで２勝２着１
回３着 3回の好成績を収めています。寒菊賞３着の実績からもマークが欠かせません。

★ブライオン 牡２歳 橘友和きゅう舎・盛岡

実戦を使われながら４戦目から２連勝をマークしました。重賞初挑戦の前走・寒菊賞は６着に終わりましたが、
重賞のペースを経験したのは貴重だったはず。重賞２度目でさらに上を目指します。
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